
日
立
労
組
の
機
関
紙
「
№
９
３
６
」
で
は
、
左
記
の
Ｑ
＆
Ａ
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

Ｑ

世
間
で
は
「
成
果
主
義
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
立
の
制
度
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

日
立
の
評
価
の
仕
組
み
は
、
「
能
力
」
「
行
動
・
プ
ロ
セ
ス
」

「
成
果
」
の
３
つ
の
要
素
を
総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
仕

事
の
プ
ロ
セ
ス
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
「
成
果
＝
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
」
の
み
を
評
価
す
る
と
い
う
「
成
果

主
義
」
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
経
営
に
と
っ
て
は

①
短
期
的
成
果
が
優
先
さ
れ
「
現
場
力
」

が
低
下
す
る
。
難
し
い
（
高
い
）
目
標
は

敬
遠
さ
れ
開
発
力
が
低
下
、
保
全
や
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
な
ど
地
味
な
業
務
が
敬
遠
さ
れ
、

面
倒
な
問
題
は
他
人
に
押
し
つ
け
が
ち
に

な
り
、
業
務
の
連
携
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

弱
化
、
自
分
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他

人
に
教
え
ず
、
技
術
の
伝
承
が
困
難
に

な
る
。

②
成
果
主
義
と
い
う
管
理
シ
ス
テ
ム
に

振
り
回
さ
れ
、
経
営
者
の
経
営
力
、
管

理
監
督
者
の
指
導
・
管
理
力
が
低
下
す

る
。
そ
の
た
め
「
人
」
が
育
た
ず
、

「
人
の
組
織
」
と
し
て
の
経
営
体
は
衰
弱

す
る
。

③
短
期
的
に
は
利
益
を
極
大
化
で
き
て
も
、

中
長
期
的
に
は
新
製
品
が
生
ま
れ
ず
、
企

業
の
競
争
力
・
業
績
は
落
ち
る
。

④
事
故
や
災
害
、
製
品
の
不
具
合
な
ど
、

命
取
り
に
な
り
か
ね
な
い
企
業
不
祥
事
が

（
も
の
の
言
え
な
い
職
場
、
現
場
力
の
低

下
が
相
乗
的
に
作
用
し
て
）

多
発
・
重
大
化
す
る
。

「がんばれば報われる」として導入された成果主義が、職場での働き方と暮らし、さらには企業経営
にもたらしているものをまとめてみました。みなさんの働き方、職場の実態で考えてみましょう。

08年春闘に向け「電機労働者懇談会」

生活改善要求アンケート
ご協力をよろしくお願いします。

働
く
者
に
と
っ
て
は

①
賃
金
は
40
歳
代
で
賃
上
げ
な

し
で
頭
打
ち
に
な
る
。
ま
た
、

職
場
内
で
賃
金
格
差
が
つ
け
ら

れ
、
労
働
者
間
で
の
競
争
が
激

化
す
る
。

②
一
部
の
厚
遇
さ
れ
る
人
も
、

降
格
・
降
給
の
不
安
に
つ
き
ま

と
わ
れ
、
更
な
る
成
果
へ
と
駆

り
立
て
ら
れ
る
。

③
総
額
人
件
費
削
減
の
た
め
に

職
場
で
人
員
削
減
が
進
み
、
一

人
ひ
と
り
の
労
働
負
荷
が
増
え

る
。
そ
の
結
果
、
長
時
間
（
サ
ー

ビ
ス
残
業
を
含
む
）
労
働
が
蔓

延
し
、
健
康
破
壊
が
進
み
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
悪
化
す
る
。

④
自
分
の
将
来
賃
金
が
見
通
せ

ず
、
雇
用
不
安
も
増
大
す
る
の

で
、
人
生
設
計
が
た
て
に
く
い
。

⑤
総
額
人
件
費
削
減
を
目
的
に
、

正
社
員
を
コ
ス
ト
が
安
い
「
派

遣
、
請
負
」
な
ど
の
非
正
規
労

働
者
に
置
き
換
え
が
進
む
。
そ

し
て
、
非
正
規
労
働
者
は
、
極

端
な
低
賃
金
と
無
権
利
で
働
か

さ
れ
る
。

⑥
賃
金
決
定
に
労
働
組
合
が
関

与
で
き
る
範
囲
が
狭
ま
り
、
労

働
組
合
へ
の

求
心
力
が
低

下
し
、
企
業

の
専
制
支
配

が
強
ま
る
。
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駐
車
場

料
金
が
３
倍
に
値
上
げ

10
月
か
ら
旧
国
分
工
場
の
駐
車

場
代
が
五
百
円
か
ら
千
五
百
円
に

値
上
げ
さ
れ
た
。

Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
や
日
立
の
従
業
員

の
場
合
、
値
上
げ
分
は
会
社
負
担

と
な
り
従
来
ど
お
り
で
す
が
、
派

遣
の
人
に
と
っ
て
は
、
急
騰
し
て

い
る
ガ
ソ
リ
ン
代
に
加
え
、
駐
車

場
代
千
円
増
は
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
す
。
「
派
遣
社
員
だ
っ
て
日

立
や
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
の
た
め
に
働
い

て
る
の
に
、
差
別
す
る
の
か
」
と

の
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
、
旧
国
分
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

整
備
始
ま
り

サ
ッ
パ
リ
と

い
っ
ぽ
う
「
草
ぼ
う
ぼ
う
の

（
情
制
シ
）
駐
車
場
」
（
先
月
号

既
報
）
の
整
備
が
、
毎
週
休
日
に

一
個
所
づ
つ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
所
に
ロ
ー
ラ
ー

を
か
け
る
の
が
基
本
の
よ
う
で
す

が
、
草
も
刈
ら
れ
て
サ
ッ
パ
リ
と

し
ま
し
た
。

（
情
制
シ
）

千
円
の
商
品
券
に
達
成
感

「
健
康
増
進
の
た
め
に
」
と
今

年
４
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
構
内
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ラ
リ
ー
。
先
日
、
100
km
到

達
者
に
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。構

内
１
周
は
1.2
km
。
平
日
１
日

１
回
と
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

100
km
到
達
に
は
毎
日
歩
い
て
約
４

ケ
月
か
か
り
ま
し
た
。

達
成
者
は
千
円
の
商
品
券
を
も

ら
い
「
タ
オ
ル
で
な
く
て
よ
か
っ

た
」
「
千
円
の
商
品
券
は
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

次
の
目
標
は
150
km
で
す
が
、
100

km
到
達
で
終
わ
り
に
し
た
人
が
多

い
の
か
、
昼
休
み
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ラ
リ
ー
の
人
数
が
減
っ
た
よ
う

に
も
見
え
ま
す
。
（
情
制
シ
）

受
注
過
達
で
職
場
に
悲
鳴

07
年
下
期
は
受
注
超
過
達
成
で
、

作
業
の
消
化
不
良
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

幹
部
か
ら
「
消
化
体
制
は
大
丈

夫
か
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
該
職
場
で
は
「
大
丈
夫
か
と
言

わ
れ
て
も
、
当
然
大
丈
夫
で
は
な

い･
･

」
「
人
員
不
足
を
心
配
し
て
、

人
を
増
や
せ
と
言
っ
て
く
れ
て
る

の
か
、
そ
れ
と
も
現
状
で
ち
ゃ
ん

と
や
れ
、
と
言
っ
て
い
る
の
か
」

「
た
と
え
人
を
増
や
し
て
も
い
い

と
言
わ
れ
て
も
、
人
材
が
い
な
い

し
ね
ぇ･

･

」
の
声
。
（
情
制
シ
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
も
っ
と

情
報
公
開
を

「
日
立
製
作
所
（
旧
国
分
）
と

Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
敷
地
内
か
ら
環
境
基

準
を
超
え
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
検
出
」
と

い
う
10
月
20
日
の
新
聞
報
道
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

「
地
下
水
か
ら
環
境
基
準
の
760
倍

も
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
検
出
さ
れ
た
っ
て

言
う
け
ど
、
工
場
の
飲
み
水
は
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
な
の
？
」
「
今
ど
き
、

市
の
水
道
を
使
わ
な
い
で
井
戸
水

を
使
っ
て
い
る
工
場
が
あ
っ
た
の

か
」
「
不
安
で
し
ょ
う
が
な
い
。

ど
の
辺
か
ら
検
出
さ
れ
た
の
か
公

開
し
て
く
れ
」
な
ど
な
ど
。

（
旧
国
分
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
。

熱
に
強
い
、
非
導
電
性
な
ど
の
性
質

を
持
つ
た
め
、
変
圧
器
な
ど
冷
却
油

や
機
械
の
潤
滑
油
な
ど
に
多
用
さ
れ

た
。
昭
和
40
年
代
に
社
会
問
題
化
し

た
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
で
発
が
ん
性
も

あ
る
毒
性
物
質
と
認
知
さ
れ
、
製
造

お
よ
び
輸
入
が
原
則
禁
止
さ
れ
た
。

組
合
の
真
価
が
問
わ
れ
ま
す

日
立
労
組
・
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
労
組

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
権
利
月
間
」
。

「
残
業
ゼ
ロ
の
日
」
の
あ
る
間
接

職
場
の
労
組
に
よ
る
職
場
点
検
で

の
事
。
定
時
を
過
ぎ
て
も
普
段
の

日
と
変
わ
ら
ず
大
勢
の
人
が
残
業

を
し
て
い
ま
す
。

理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
、
裁
量

労
働
適
用
者
、
派
遣
社
員
等
に
は

関
係
な
い
と
の
事
で
ほ
ん
の
数
人

が
帰
っ
た
だ
け
で
す
。
こ
れ
で
は

点
検
の
意
味
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
名
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
実
の

あ
る
月
間
と
な
る
よ
う
、
職
場
全

体
で
帰
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

労
組
が
こ
の
月
間
を
利
用
し
て
大

胆
に
と
り
く
ん
で
ほ
し
い
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。
（
旧
国
分
）

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
―
ち
ょ
っ
と

お
得
な
使
い
み
ち

「
さ
て
今
年
は
い
っ
た
い
何
に

使
お
う
か
」･

･
･

毎
年
頭
を
悩
ま
せ

る
方
が
多
い
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ

ン
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
お
ト
ク

な
利
用
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
人
の
医
療
費
（
診
察
費
、
薬

代
）
や
本
人
・
家
族
の
介
護
関
係

に
使
う
と
非
課
税
扱
と
な
り
、
。

１
ポ
イ
ン
ト
で
110
円
支
給
さ
れ
ま

す
（
通
常
は
100
円
）
。
年
間
で
約

５
千
円
お
ト
ク
で
す
。

と
は
言
っ
て
も
、
家
族
み
ん
な

健
康
で
、

こ
ん
な
の

に
使
わ
な

い
で
す
む

の
が
い
ち

ば
ん
な
の

で
す
が
。


